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佐
賀
新
聞
は
、
各
市
町
で
実
施
さ
れ

て
い
る
定
期
的
な
行
政
相
談
所
の
開
催

日
時
と
場
所
を
、「
み
ん
な
の
情
報
面
」

で
掲
載
し
、
読
者
に
伝
え
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
の
方
が
全
国
表
彰
を
受

け
た
こ
と
や
、
総
務
省
九
州
管
区
行
政

評
価
局
の
新
局
長
の
抱
負
を
行
政
相
談

の
状
況
と
併
せ
て
記
事
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
昨
年
は
全
国
行
政
相
談
委
員
連

合
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
賀
新
聞
は
、
明
治
17
年（
１
８
８

４
年
）８
月
１
日
に
創
刊
し
ま
し
た
。

今
年
８
月
で
１
４
２
周
年
を
迎
え
ま

す
。
全
国
紙
や
地
方
紙
の
中
に
は
既
に

創
刊
１
５
０
年
と
い
う
新
聞
も
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
、佐
賀
は
10
年
遅
れ
な
の
か
。

大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
明
治
７
年
２

月
、
江
藤
新
平
ら
が
佐
賀
で
起
こ
し
た

地
域
と
と
も
に　

郷
土
の
あ
し
た
を
考
え
る

創
刊
１
４
２
年
の
地
方
紙
・
佐
賀
新
聞

株
式
会
社
佐
賀
新
聞
社
統
合
編
集
局
次
長

辻
村　

圭
介

こ
と
ば
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に
挑
ん
で
き
ま
し
た
。
昭
和
43
年（
１

９
６
８
年
）、
全
国
の
日
刊
新
聞
で
初

め
て
鉛
印
字
に
代
わ
る
写
真
植
字
制
作

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
翌
年
、
日
本
新

聞
協
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
１
９
９

６
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ

ダ
事
業
を
開
始
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
た
り
、
ウ
ェ
ブ
上
で
紙
面
が
見
ら

れ
る
電
子
版
を
発
行
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
朝
刊
で
の
情
報
発
信
に
と
ど
ま
ら

ず
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
速
報
も
強
化
、

災
害
時
な
ど
に
必
要
な
情
報
も
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
届
け
て
い
ま
す
。

地
域
の
出
来
事
を
詳
し
く
正
確
に
伝

え
、
県
民
に
考
え
る
テ
ー
マ
、
材
料
を

提
供
し
、
多
角
的
な
視
点
で
、
あ
す
の

郷
土
の
姿
を
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
も
あ
り
、

全
国
的
に
新
聞
購
読
者
数
は
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。
佐
賀
新
聞
は
２
０
２
５

年
10
月
時
点
で
、
約
11
万
４
千
部
を
発

行
、
新
聞
購
読
世
帯
の
７
割
を
占
め
て

い
ま
す
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
と
比
較
さ
れ
、

新
聞
は
「
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
」
と
揶

揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
っ
て
誰
も
が
発
信
者

と
な
り
、
不
確
か
な
情
報

や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が

ま
ん
延
し
、
民
主
主
義
の

危
機
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。
時
代
に
飲
ま
れ
る
こ

と
な
く
、
先
人
た
ち
が
積

み
重
ね
て
築
い
た
新
聞
の

信
頼
性
を
維
持
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
新
聞
は
進
取
の
気

性
に
富
み
、
新
た
な
試
み

「
佐
賀
の
乱（
佐
賀
戦
争
）」
で
す
。
政

府
に
鎮
圧
さ
れ
、
そ
の
２
年
後
、
一
旦
、

三み

潴づ
ま

県
に
統
合
、
さ
ら
に
長
崎
県
に
吸

収
さ
れ
て
日
本
の
地
図
か
ら
姿
を
消
し

ま
す
。

　

こ
こ
で
「
佐
賀
県
」
を
取
り
戻
す
復

県
運
動
が
起
こ
り
、
並
行
し
て
佐
賀
新

聞
創
刊
の
動
き
も
出
て
、
現
在
の
佐
賀

県
が
誕
生
し
た
明
治
16
年
の
翌
年
に
佐

賀
新
聞
は
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
創
刊

号
は
４
ペ
ー
ジ
。
社
説
は
「
そ
れ
新
聞

紙
は
社
会
の
耳
目
な
り
」
と
、
言
論
人

の
気
概
を
伝
え
て
い
ま
す
。
新
聞
の
題

字
は
、
明
治
政
府
で
外
務
卿
な
ど
歴
任

し
、
明
治
を
代
表
す
る
書
家
で
も
あ
っ

た
副
島
種
臣
の
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。

題
字
は
変
遷
を
経
て
、
創
刊
１
０
０
周

年
の
時
に
、
原
点
に
返
る
と
し
て
、
再

び
副
島
の
書
に
戻
り
、
現
在
に
至
り
ま

す
。

　

創
刊
時
か
ら
、
県
民
、
地
域
と
と
も

に
あ
る
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
現
在
は
「
ひ
と
・
地
域
と
と
も
に

～
今
を
見
つ
め
、
未
来
を
拓
く
」。
佐

賀
県
内
の
ニ
ュ
ー
ス
が
主
軸
で
あ
り
、

佐賀新聞創刊140周年で発行した「AI佐賀新聞」の紙面
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新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
、
九
州
電
力
玄
海

原
発
、
諫
早
湾
干
拓
の
開
門
問
題
は
、

い
ず
れ
も
長
年
、
見
続
け
て
い
る
地
方

紙
と
し
て
重
点
報
道
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

小
さ
な
県
で
は
あ
り
ま
す
が
、
主
要

な
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ
ブ
が
四
つ
あ

り
ま
す
。
Ｊ
１
の
経
験
も
あ
る
サ
ッ

カ
ー
Ｊ
２
の
サ
ガ
ン
鳥
栖
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
男
子
Ｂ
リ
ー
グ
１
部（
Ｂ
１
）

の
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
Ｓ
Ｖ
リ
ー
グ
女
子
の
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
久
光

ス
プ
リ
ン
グ
ス
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
・
リ
ー

グ
Ｈ
男
子
の
ト
ヨ
タ
紡
織
九
州
レ
ッ
ド

ト
ル
ネ
ー
ド
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
で
す
。
試
合
結

果
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ー
ム
情
報
や
関
連

イ
ベ
ン
ト
な
ど
手
厚
く
報
じ
て
い
ま

す
。
弊
社
主
催
の
県
内
一
周
駅
伝（
２

月
中
旬
）や
さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン（
３
月
下

旬
）、
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
銘
打
っ

た
小
学
生
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

ア
マ
ス
ポ
ー
ツ
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

文
化
事
業
で
は
展
覧
会
や
囲
碁
・
将

棋
大
会
を
主
催
、
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・

詩
の
投
稿
欄
な
ど
県
民
の
文
化
向
上
の

一
助
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
夏

に
佐
賀
県
立
美
術
館
で
開
催
し
た
「
北

斎
・
広
重　

大
浮
世
絵
展
」
は
、
県
内

外
か
ら
５
万
人
が
訪
れ
る
盛
況
で
し
た
。

　

新
聞
の
発
行
部
数
の
減
少
に
比
例

し
、
全
国
紙
の
取
材
網
も
縮
小
し
て
記

者
の
数
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
地
方
紙
の
役
割
、
責
任

は
増
し
て
き
て
い
ま
す
。「
令
和
の
コ

メ
騒
動
」
の
最
中
、
昨
年
５
月
に
佐
賀

市
内
で
講
演
し
た
当
時
の
江
藤
拓
農
相

が
「
私
は
コ
メ
を
買
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
支
援
者
の
方
が
た
く
さ
ん
く

だ
さ
る
の
で
、ま
さ
に
売
る
ほ
ど
あ
る
」

と
発
言
、
全
国
紙
や
通
信
社
、
テ
レ
ビ

局
も
取
材
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
初
、

こ
の
失
言
を
報
じ
た
の
は
佐
賀
新
聞
だ

け
で
し
た
。
ウ
ェ
ブ
で
も
拡
散
さ
れ
て

全
国
的
に
批
判
が
噴
出
し
、
当
時
の
石

破
茂
首
相
が
江
藤
氏
を
更
迭
す
る
事
態

に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
進
展
で
い
ま
や
誰
も
が
発

信
者
に
な
り
得
ま
す
。
た
だ
、
地
域
の

話
題
を
こ
ま
め
に
、
記
事
と
し
て
分
か

　

生
成
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
急
速
に
社

会
に
進
展
し
よ
う
と
す
る
な
か
、
１
４

０
周
年
に
合
わ
せ
て
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
っ

て
作
成
し
た
「
Ａ
Ｉ
新
聞
」
を
発
行
し

ま
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ
に
記
事
を
書
か
せ

る
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
講
演
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
文
字
起
こ
し
を
は
じ

め
、
見
出
し
の
参
照
、
ス
ポ
ー
ツ
成
績

の
処
理
、議
事
録
作
成
な
ど
に
活
用
し
、

記
者
の
労
力
を
よ
り
取
材
や
原
稿
執
筆

へ
傾
注
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

昨
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
に
、
年
々

減
少
し
て
き
て
い
る
戦
争
体
験
者
や
そ

の
遺
族
ら
の
貴
重
な
証
言
を
つ
づ
る
大

型
連
載
「
つ
な
ぐ
」
を
展
開
し
ま
し
た
。

全
国
19
の
地
方
紙
と
も
連
携
、
各
地
域

で
起
き
た
戦
時
の
出
来
事
を
証
言
し
た

「
あ
の
時　

私
は
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
地
球
温
暖
化
が
地
域
に
及
ぼ

し
て
い
る
影
響
を
、現
場
か
ら
探
る「
さ

が
気
候
変
動
時
代
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

国
策
課
題
で
あ
る
陸
上
自
衛
隊
輸
送

機
オ
ス
プ
レ
イ
の
佐
賀
配
備
や
、
九
州
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い
ま
ひ
と
つ
。
少
し
で
も
住
民
の
暮
ら

し
が
よ
い
方
向
へ
と
な
る
た
め
に
、
行

政
相
談
委
員
の
方
々
が
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し

て
、
相
談
す
る
機
会
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
鳥
栖
市
で
夏
祭
り
の
際
に

行
政
相
談
の
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
と
こ

ろ
、
後
日
、
小
学
生
が
通
学
中
、
行
政

相
談
委
員
の
姿
を
見
て
声
を
か
け
て
き

て
、
通
学
路
が
雑
草
に
覆
わ
れ
て
通
り

に
く
い
こ
と
を
訴
え
た
そ
う
で
す
。
行

政
相
談
委
員
の
方
は
す
ぐ
に
道
路
管
理

者
に
伝
え
て
雑
草
は
刈
り
取
ら
れ
ま
し

た
。
行
政
相
談
委
員
の
地
道
な
広
報
活

動
が
、
住
民
の
環
境
改
善
に
つ
な
が
っ

た
好
事
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
困
り
ご
と
を
傾
聴
し
、「
少

し
で
も
地
域
に
恩
返
し
を
」
と
い
う
行

政
相
談
委
員
の
方
々
の
活
動
は
、
誰
も

が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

の
一
歩
へ
と
確
実
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
「
き
く
み
み
」
で
、
さ

ら
に
よ
り
よ
き
社
会
へ
と
進
ん
で
い
く

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

り
や
す
く
、
深
く
伝
え
る
役
割
を
担
う

の
は
地
方
紙
と
考
え
ま
す
。
佐
賀
新
聞

が
取
材
、
報
道
し
な
け
れ
ば
、「
な
か
っ

た
こ
と
」
に
な
ら
な
い
か
。
そ
の
自
覚

を
も
と
に
、
記
者
た
ち
は
日
々
取
材
で

県
内
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。
読
者
、

市
民
の
声
を
伝
え
、
時
に
は
問
題
や
課

題
を
掘
り
起
こ
し
、
改
善
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
行
政
相
談
委

員
も
、
住
民
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
手

続
き
の
相
談
、
苦
情
、
道
路
な
ど
公
共

設
備
の
改
善
を
聞
き
、
関
係
機
関
に
申

し
入
れ
、
住
民
と
行
政
の
橋
渡
し
役
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
内
で
は
、
現
在
、
50
人
の
行

政
相
談
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
や
町
役
場
の

元
職
員
が
多
く
、
シ
ニ
ア
世
代
が
地
域

の
た
め
に
耳
を
澄
ま
せ
て
い
ま
す
。
定

期
の
相
談
所
や
、
個
別
で
も
相
談
を
受

け
ら
れ
、
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
な
ど
で
は

「
行
政
相
談
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
は
70
年
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
認
知
度
は


